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NO.60 2018.7.8 

越谷花火大会夜店 7 月 28 日（土） 

水辺の市 1日みんなの食堂 8月 7 日（火） 

川風のまち 人と人が出会う夏の夕 

出会う出会う 

越谷花火大会：ハロワはす向かいの世一緒で夜店をしながら、屋内で会費制で軽く飲食し交流。（花火は 19：00） 

水辺の市 1日みんなの食堂：カレー子ども 100円、大人 300円。当会も光るおもちゃ等の店準備中。助っ人募集 
①    
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障害のある人も働きづらさを抱える人も―いま地域で問われる「働き方改革とは」 
2018年度定期総会記念シンポジウム（6.3）から 

堀 利和さん（共同連代表）の講演 
国の「働き方改革」は「働く」側でなく「働かせる」側の改革でしかない。 

身近な障害福祉サービスの分野では、この春から「加算主義」が強められた結果、

就労移行支援では「就労しにくい人」の受け入れを避け、就労 A 型では「働きづ

らい人」を排除する傾向が助長されるだろう。いっぽう、長年共に働くための拠点

として運営されてきた場は就労 B 型が多いが、内部では競争を廃して利用者も職

員も対等・平等に働くための努力・工夫を重ねてきても、その生産品を売るために

外部に出たときには過酷な市場競争に対する販売戦略が問われる。内での非競争と外での競争のバランスをどう

取って行くのかが課題だ。 

共同連は元来、障害者と健常者が共に働く事業所づくりをしてきたが、イタリア、韓国に学び、ホームレス、

依存症、主婦、高齢者を含む働きづらい人をまじえた社会的事業所をめざすようになった。非正規で不安定な働

き方が蔓延し、過労死や過労自殺が放置された中での「働き方改革」でなく、そこから排除された人々自らがも

うひとつの「働き方」の価値を示していく時だ。 

 

パネルディスカッションでの発言 
鈴木啓太郎さん（就労 B型「くまのベイカーズ」所長） 

 外資系特例子会社がセンター２１メンバーを雇用し、B 型が会社と協働し委託料が年 600

万円余り。社員の仕事は厳しいが、能力差別なく９時-５時でめったに残業はない。B 型は 10

時-3 時。研修や地域のイベント、週 1 回のサークルは福利厚生として休業にして参加。 

Ⅿさん（多機能事業所「Café にじさんぽ」通所者） 

17 歳からいろいろな職場を転々として働いてきた。３0 代前半での入院を経て、前にもま

してデイケアが楽しくなり、何事も続くようになった。あちこちで世話になった人々のおか

げで、いまの自分があると思っている。 

柳沼絵美子さん（特定非営利活動法人にじさんぽ職員） 

加算主義の下、施設は週 5 日働ける人をとりあう競争に追い込まれているが、Café にじ

さんぽでは週 5 日の人はごく少ない。各自で調整して働いており、M さんも当初の週 5 日か

ら木曜だけは午前中にして皆勤賞を得ている。さまざまな企業努力で工賃を確保している。 

加納 毅さん（ワーカーズコープ・就労 B型「ひよせ」職員） 

無農薬野菜の生産を 2 ケ所で行い、大手スーパーと直売所で販売している。個々人の長所

に重点を置いて、効率化と意欲向上につなげられるよう、農作業だけでなく、それと関連す

る納品準備、そして内職や施設外就労も行っている。 

高瀬 勇さん（就労移行支援「世一緒」所長） 

働く前に何らかの条件をクリヤーしなければならないということはない。来た人には、

せっかく来たんだから、どんな支援があれば働けるのか、その人の「働きたい」を応援し

てゆく。 

 
② 
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コメンテーターから 
堀 利和さん（共同連代表） 
 異なる事業内容と考え方、それぞれのよさ、難しさがある。それらを一つの分析として

まとめ、オーソライズすることが必要だ。朝日さんにも協力していただき、具体化してい

く必要があると思った。 

田中克尚さん（越谷市障害福祉課副課長） 

各事業所の報告からさまざまなことを学んだ。この 4 月から雇用率アップや精神障害者

の雇用義務化、就労定着支援事業などが始まった。働きたい意欲をもつ人々を支えていく

役割がいっそう行政に求められると考えている。 
 

会場から質問 
春日部市の角田さんから以下のような質問がありました。 
１）鈴木さんの話で、外は市場競争、内は競争がないというが、どう考えたらいいのか。 

２）堀さんの話で、障害のある人と生きづらさを抱える人というが、どこまでを障害というのか。 
２）については朝日さんより、細かいモノサシはなく、心身のなんらかの状態に基づいて、それが働く上で生

きづらさにつながったりしている状態を幅広くさしていると、回答がありました。１）については以下。 

 

鈴木啓太郎さん（就労 B型「くまのベイカーズ」所長） 

大手企業の特例子会社との協働について、周りからはよい関係に恵まれてよかったと思

われているが、実はさまざまな軋轢をくりかえしながら、現在がある。その上で企業の側

も努力して変わってきているのが現状。 

コーディネーターまとめ 
朝日雅也さん（埼玉県立大学社会福祉子ども学科教授） 

 パネリストの皆さんはそれぞれにさまざまな実践を語られたが、共通するのは、働くこ

とを通して人と人の関りを地域で創っていること。その時に、働き方はこうあるべきとい

うのでなく、それぞれがどう働きたいか、それをどう支援するかから出発するということ。

また、それぞれが、社会の分断された仕組みの中で無理が生じる。それに対して、しっか

りした実践に基づいてオルタナティブな提案をしてゆく必要性について、堀さんは講演で

述べられた。私たちの「職場参加」もひとつのオルタナティブといえるだろう。
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NPO法人障害者の職場参加をすすめる会２０１８年度定期総会報告 

④ 

 当会の定期総会は、記念シンポジウム終了直後に同じ会場で開催され、議長に吉田久美子さん（NPO法人かがし座

理事長）と飯島信吾さん(インターネット事業団)を選出しました。議案の提案は、読み上げでなく、当会流の親しみ

のあるスタイルで行われ、昨年度の事業報告、収支決算報告と監査報告を承認し、そして新年度の事業計画案と収支

予算案を決議しました。総会に先立ち、越谷市高橋市長のメッセージを田中副課長に代読していただきました。 

事業報告は、世一緒の障害者スタッフが自己紹介と活動報告をひとりひとり行う形で。 
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議長の吉田さん（右）、飯島さん 
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●郷土玩具しらこばと笛の絵付け 

江戸雛復活など数々の業績ある越谷の人形師・山﨑

昭二さん(ひな源)の指導の下に、東越谷の職場参加ビ

ューロー世一緒の障害者スタッフたちが、郷土玩具ひ

らこばと笛及び土鈴の絵付け作業を約２ケ月間行っ

た。世一緒では昨年も同じ作業を行い、完成した作品

が埼葛人権集会の記念品として市に買い上げられた

実績がある。定価５００円。 

今回は、世一緒のオリジナル商品として、天然記念

物しらこばとを市の鳥とする越谷市や県の鳥として

いる埼玉県及関係各所向けに販売キャンペーンを予

定しており、そのためにまず１００個を制作した。。 

変わりゆく地域をみつめ、さまざまな生き物と共に

生きる願いをこめ、作品の販売・普及にご協力を！ 

●プール開始間近華やぐ水上公園花壇 

 
当会が 10 数施設と共同作業で整備管理しているし

らこばと水上公園花壇は、梅雨空と対照的にカラフル

なカーペットを広げたよう。障害の種別・程度もさま

ざまな施設が随時参加することで、それぞれの特色を

生かし、同時並行でさまざまな工程をこなせるように。 

この日は除草と花がら摘みと施肥。マリーゴールド、

サルビア、ニチニチソウ、ぺチュニアがプールの季節

到来を告げ、参加する者たちの心も浮き立たせてくれ

る。 

●語る会、たそがれ世一緒を続けて

 
写真は、毎月第 3水曜日に、東越谷の職場参加ビ

ューロー世一緒で開かれている「職場参加を語る

会」。こちらに向かって話しているのは Oさん。もう

10年間ほとんど欠席なく参加している。忙しい職場

の話、家庭の話、そして Oさんの独壇場である昔の

タレントや TV番組の話を語る。Oさんの職場ではシ

フトを組む時に、「語る会」の日を休みにしてくれ

る。 

毎週木曜の 16：00～19：00に開いている「たそが

れ世一緒」は、Oさんの右奥の樋上さんが管理人。最

近では、就職が決まったと喜んで報告に来た人や、

施設を退所せざるを得なくなったとすすり泣く人も

いた。 

世の中「支援」の場は多いが、こんな風にさまざ

まな人生を伝え合う場が乏しくなっているのでは。 

 

●越谷・水辺の市が日常風景になりつつ 
写真は、6月 12日の水辺の市。タンク☆ポップの

ライブの後、毎回こんな風に集合写真を撮るのが
常。画像はインターネット事業団・飯島さんがボ
ランティアで作成してくれている HPより。この HP
は毎月更新され、出店者はもちろん地場野菜の生
産者の紹介まで内容が豊富。 
http://e-Kyodo.sakura.ne.jp/mizubenoiti/180612mizubenoiti.html 

くらしセンターべしみ等何人かの出店者により、
第 2火曜の水辺の市以外の火曜にも小さな市が開か
れ、お客さんがついている。 

８月 7日（火）には、夏休みの子供たちと親にも
来てほしいと、15：00～19：00、水辺の市・みんな
の 1日食堂が開かれる。みんな来てね！ 

職場・地域ひろがりつうしん 

⑤ 
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 せんげん台イオンのそばに当会が就労移行支援事業所「世一緒」を開所してから３ヶ月余り。現在の利用者

は６名（定員２０人）です。少数ながら、それぞれのカラーを生かして動いています。 

R.S さんは越谷市役所の知的障害者、精神障害者の臨時職員採用試験に合格し、今年いっぱいという期限付

きで７月から働き始めています。また、Y.Sさんは、今月、市内の会社での職場実習が決まっています。 

 就労移行支援事業所「世一緒」の特色は「職場参加」です。初めから安定志向で、週５日フルタイム就労を

めざしてがんばれ、がんばれというのではなく、いまの生活や労働能力のままで、少しでも地域の職場に入っ

てそこを足場にして次の一歩をめざします。それが職場を耕し、共に生きる地域にもつながってゆきます。 

 左の写真は、６月２７日、せんげん台の就労移行支

援事業所で行われた「せんげん台すいごごカフェ」。月

１回のペースでせんげん台を会場にします。この日の

ゲストトークは利用者の一人である廣井みえ子さん。 
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⑧ 
② 世一緒のおもちゃ屋 

８月７日（火）１５：００～１９：００ 

越谷市役所東側葛西用水ウッドデッキで 

 

水辺の市１日みんなの食堂でおもちゃ屋出すよ！ 

越谷花火大会夜店 

７月２８日（土）1７：00頃～ 

東越谷の世一緒前で光るおもち

ゃを売ります！お手伝い募集！ 

交流会 1８：３0頃～ 

東越谷の世一緒の中で、会費制

（数百円）で食べたり飲んだりし

ながら交流します。 

⑨ 
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親
と
来
る
子
、

友
達
と
来
た
り
し
て
、
で
き
た
料
理,

, 

ご
飯
を
皿
に
も
っ
て
、
ワ
イ
ワ
イ
話
し

な
が
ら
食
べ
て
、
食
べ
終
わ
り
時
間
が

あ
る
子
は
自
分
と
ゲ
ー
ム
や
っ
た
り
、

お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
山
内
君
の
マ

ジ
ッ
ク
見
た
り
し
て
、
楽
し
い
時
間
過

ご
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
み
ん
な
帰

っ
て
か
ら
、
子
供
食
堂
の
ス
タ
ッ
フ
、

責
任
者
青
山
さ
ん
た
ち
と
コ
ー
ヒ
ー
飲

ん
で
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
み
ん

な
で
今
日
の
子
供
食
堂
の
反
省
会
、
こ

れ
か
ら
や
る
こ
と
を
決
め
た
り
し
て
い

き
ま
す
。
や
っ
て
る
と
い
ろ
ん
な
事
が

あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
力
合
わ
せ
て

や
っ
て
る
か
ら
、
本
当
に
楽
し
く
や
っ 
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最
近
の
事 

子
供
食
堂 

え
て
あ
げ
ら
れ
る
せ
ん
ぱ
い
に
な
り
た

い
。
ま
だ
そ
ん
な
仕
事
は
一
回
も
し
て

な
い
。
他
の
人
に
た
の
ま
れ
る
か
ど
う

か
分
か
ら
な
い
。 

   
 

門
間 

愛 

 

最
近
の
私
は
な
ん
だ
か
と
っ
て
も
大

変
だ
ぁ
。
な
ん
で
か
？
と
い
う
と
、
す
ぐ

に
体
調
を
悪
く
し
て
し
ま
う
事
が
前
よ

り
も
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が

あ
り
ま
す
。
今
現
在
は
わ
ら
細
工
の
事
。

局
長
に
な
っ
て
三
年
目
に
な
り
、
沢
山

会
議
に
出
席
し
た
り
、
全
国
的
なJ

IL

等

に
も
参
加
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
と
っ
て
も
忙
し
い
毎
日
で
す
。
わ

ら
細
工
の
中
で
も
入
力
や
会
議
の
司

会
、
時
間
が
あ
る
時
、
ち
ょ
こ
っ
と
は
勉

強
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

 

生
活
ホ
ー
ム
も
ん
て
ん
と
い
う
所
に

住
ん
で
い
て
私
は
じ
め
四
名
が
入
居
し

て
い
ま
す
。
毎
日
毎
日
、
朝
と
夜
は
に
ぎ

や
か
で
す
。
な
ぜ
か
わ
か
ん
な
い
ほ
ど

毎
朝
毎
朝
、
ケ
ン
カ
が
始
ま
り
ま
す
。
朝

が
弱
い
私
は
日
々
ど
な
り
ま
く
り
で

す
。
（
泣
） 

 

わ
ら
細
工
の
他
に
は
べ
し
み
で
毎
週

火
曜
「
あ
も
ん
ず
」
と
い
う
外
出
ユ
ニ
ッ

ト
が
あ
り
、
私
は
リ
ー
ダ
ー
的
に
動
い

て
い
ま
す
。
電
車
な
ど
に
の
っ
て
会
議

に
行
っ
た
り
、
大
学
で
介
助
者
募
集
の

ビ
ラ
ま
き
を
し
た
り
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。 

       

世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
生
き
る
た
め
に
し
て
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ

っ
て
い
る
人
た
ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
実
習
）
や
「
語
る
会
」
、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
し
て
い
ま
す
。

元
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
の
近
況
報
告
も
紹
介
し
ま
す
。
な
お
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
は
せ
ん
げ
ん
台
に
就
労
移
行
支
援
事
業
所
「
世
一
緒
」
が
開
所
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
制
度
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
職
員
が
お
り
、
通
所
２
年
の
間
に
一
般
就
労
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

会
は
定
め
ら
れ
た
支
援
も
ち
ろ
ん
、
自
主
事
業
の
世
一
緒(

越
谷)

と
連
携
し
て
、
多
様
な
就
労
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
も
可
能
な
展
開
を
め
ざ
し
ま
す
。 

に
入
れ
る
。
ま
あ
、
あ
ま
り
や
ら
な
い

こ
と
を
教
え
ら
れ
や
っ
た
り
す
る
。
七

月
二
十
一
日
で
一
年
に
な
る
。
ま
あ
古

い
人
が
多
い
の
で
、
な
か
な
か
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
は
私
は
い
か
な
い
の
で
焦
っ
て

し
ま
う
。
食
事
は
十
二
時
か
ら
作
業
場

で
と
る
。
午
後
も
い
ろ
い
ろ
持
ち
場
も

変
わ
る
。
終
り
も
ミ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
掃

除
で
一
日
終
り
。 

  

 

 

伊
藤 

峰
子 

私
は
今
生
協
の
工
場
で
十
二
年
は
た

ら
い
て
い
ま
す
。
日
曜
日
か
ら
木
曜
日

ま
で
会
社
に
行
っ
て
仕
事
し
て
い
ま

す
。
入
っ
た
時
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
ひ
と
に
聞
い
た
り
す
る
こ

と
が
な
く
、
や
っ
と
ひ
と
に
聞
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
仕
事
の

こ
と
に
つ
い
て
は
ん
ち
ょ
う
に
聞
く

か
、
私
が
今
の
会
社
で
仕
事
を
始
め
た

時
の
担
当
が
所
長
だ
っ
た
の
で
、
所
長

に
聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
た
ら
誰
に
聞
く

ん
だ
ろ
う
。
も
し
所
長
が
い
な
か
っ
た

ら
は
ん
ち
ょ
う
に
聞
く
か
な
。
わ
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
し
、
会
社
か
ら
は

何
を
ど
こ
に
お
い
て
い
い
か
教
え
て
も

ら
っ
て
な
ら
っ
て
な
い
し
。
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
人
に
き
ち
ん
と
教 
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最
近
の
私
は
大
変
だ
ぁ 

教
え
て
あ
げ
る
せ
ん
ぱ
い
に 

失
敗
し
て
も
笑
え
る
仕
事
場 
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